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（１） 作業目的 

近年、この農業用ため池では、水質及び底質の悪化が進行し、底質のヘドロ発生や貧酸素の形

成などの対策が必要とされている。湖底水質は悪臭がひどく、ヘドロが堆積し、湖奥の一部にア

オコの発生が見られる。これらは、自然的に発生された湖底に堆積している有機物が深く関わっ

ていると想定され、早期に底質環境の改善が必要である。 

そこで、本試験では、農業用ため池から汚水、汚泥をサンプリングし、水質試験を実施した。 

 

（２） 水質分析結果 

今回の目的からヘドロの浄化具合、水路の状況を目視にて調査を行う。分析項目は、ＢＯＤ、

アンモニア性窒素、硝酸性窒素、全窒素とした。 

測定では、汚水汚泥混合と上水を分析し、約２ヶ月程度で水質が改善されていた。特に、ＢＯ

Ｄは、1/40にまで減少していた。 

原水の分析結果は、ＢＯＤ85.0、アンモニア性窒素6.1、硝酸性窒素0.01、全窒素100である。

２ヵ月後の混合水の分析結果は、ＢＯＤ2.7、アンモニア性窒素0.51、硝酸性窒素1.80、全窒素

3.5である。 

 参考までに、試験開始後の1年8ヶ月後の分析結果は、ＢＯＤ1.1、硝酸性窒素0.24である。 










